
 

 

 

 

 

令和３年度 

 

 

 

水 質 年 報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 



 

 

凡      例 
 

１ 試験成績表示方法及び単位は、原則として上水試験方法による。 

２ 各項目の平均値は算術平均を用い、水源水質調査における流量は幾何平均値（流量が 

0.01m3/秒未満又は逆流の場合は計算から除外）とした。 

また、大腸菌の平均欄は、検査回数（分母）のうち、検出された回数（分子）を表す。 

  定量下限値未満の値については、０として平均値を算出した。 

３ 平均値については、以下のとおり記載した。 

平均値    本年度（令和３年度）の平均値 

昨年度平均値 昨年度（令和２年度）の平均値 

平年値    過去５年間（平成 28 年度から令和２年度まで）の平均値 

同月値    過去５年間（平成 28 年度から令和２年度まで）の同月の平均値 

４ 測定値が定量下限値未満であった場合、文章中では「（各物質の定量下限値）未満」と

表示し、成績表では「<（各物質の定量下限値）」と表示する。 

５ 「第８ 調査実験」は、水質センターにおける令和３年度水質報告会提出資料を修正

したものである。 

６ 成績表及び文章中で、一部の項目名等を次のように略記したものがある。 

過マンガン酸カリウム消費量 ・・・・・・  KMnO4 消費量 

アンモニア態窒素 ・・・・・・  NH3-N 

亜硝酸態窒素 ・・・・・・  NO2-N 

硝酸態窒素 ・・・・・・  NO3-N 

メチレンブルー活性物質 ・・・・・・  MBAS 

生物化学的酸素要求量 ・・・・・・  BOD 

化学的酸素要求量 ・・・・・・  COD 

全有機炭素 ・・・・・・  TOC 

紫外線吸光度（波長 260nm、セル長 50mm） ・・・・・・  UV260 

最確数 ・・・・・・  MPN 

毒性等量 ・・・・・・  TEQ 

２－メチルイソボルネオール ・・・・・・  2-MIB 

ポリ塩化アルミニウム ・・・・・・  PAC 

生物活性炭 ・・・・・・  BAC 



 

 

ペルフルオロオクタンスルホン酸 ・・・・・・  PFOS 

ペルフルオロオクタン酸 ・・・・・・  PFOA 

ペルフルオロヘキサンスルホン酸 ・・・・・・  PFHxS 
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